
●
 
 

熊
野
町
の
地
形
的
環
境
 
熊
野
盆
地
は
北
東
－
南
西
方
向
に
の
 
 

び
る
直
線
状
の
細
長
い
盆
地
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
盆
地
の
ほ
 
 

ぼ
中
央
部
を
墟
に
し
て
、
南
側
は
二
河
川
、
北
側
は
熊
野
川
に
よ
 
 

っ
て
排
水
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
解
決
さ
れ
る
べ
き
地
形
 
 

学
上
の
大
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
解
決
さ
れ
る
程
簡
単
 
 

な
問
題
で
は
な
い
。
 
 
 

ま
ず
、
熊
野
町
の
地
形
的
環
境
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。
 
 

熊
野
盆
地
を
乗
せ
て
い
る
台
地
は
、
北
東
南
西
方
向
に
そ
の
長
 
 

辺
を
も
つ
長
方
形
の
台
地
で
あ
り
、
そ
の
四
隅
に
、
鉾
取
・
洞
所
 
 

山
塊
、
小
田
山
塊
、
絵
下
山
塊
、
お
よ
び
灰
ケ
峰
山
塊
を
配
し
て
 
 

い
る
。
こ
の
熊
野
台
地
の
西
よ
り
に
、
こ
の
台
地
の
長
辺
方
向
と
 
 

同
方
向
に
熊
野
盆
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
幾
何
学
的
形
状
 
 

熊
野
町
の
地
質
（
中
間
聖
口
）
 
 

吉
 
村
 
典
 
久
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は
、
地
質
学
的
構
造
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
質
学
的
構
造
線
が
断
層
を
代
表
す
る
も
の
か
、
或
は
、
あ
る
種
の
地
裂
 
 

を
代
表
す
る
も
の
か
、
と
い
う
問
題
が
解
決
さ
れ
る
べ
き
一
大
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
今
回
の
調
査
の
終
了
ま
で
に
は
或
程
 
 

度
の
目
通
し
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

熊
野
町
の
地
質
的
環
境
 
熊
野
台
地
は
、
白
亜
紀
の
流
紋
岩
頬
と
花
閲
岩
朽
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
盆
地
周
辺
の
山
麓
部
に
 
 

お
い
て
は
、
花
崗
岩
類
は
深
層
風
化
を
受
け
て
灰
白
色
の
サ
ブ
ロ
ラ
イ
ト
 
（
構
造
性
風
化
物
）
 
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
深
層
 
 

風
化
と
地
形
と
の
関
係
も
興
味
あ
る
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
盆
地
周
辺
の
山
麓
部
に
は
新
期
砂
・
礫
屑
の
発
達
が
認
め
ら
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
所
期
堆
積
物
は
、
広
島
県
地
質
囲
に
お
い
て
は
、
西
条
砂
・
礫
層
と
し
て
そ
の
分
布
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
新
期
砂
・
礫
層
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
の
中
に
河
川
堆
積
物
や
土
石
流
堆
積
物
が
認
め
ら
れ
て
い
 
 

て
、
更
に
細
分
さ
れ
る
ペ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
期
堆
積
物
の
よ
り
詳
細
を
研
究
を
通
し
て
、
当
地
域
の
地
形
発
達
史
も
よ
 
 

り
詳
細
に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
題
は
、
こ
の
調
査
の
終
了
段
階
に
お
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
資
料
は
、
現
在
ま
で
に
収
集
し
え
た
も
の
の
一
部
に
す
ぎ
巻
い
。
今
後
逐
次
補
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
 
 

町
民
の
方
々
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
の
お
力
添
え
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 
 

①
熊
野
町
「
郷
土
誌
編
さ
ん
資
料
目
録
」
 
（
古
文
書
目
録
）
四
二
頁
 
 

熊
野
町
役
場
文
書
 
 

熊
野
・
有
馬
家
文
書
 
 

熊
野
・
伊
藤
家
文
書
 
 

熊
野
・
碓
井
家
文
書
 
 
 

熊
野
・
菅
田
家
文
書
 
 
 

熊
野
・
光
教
坊
文
書
 
 

熊
野
・
佐
々
木
（
高
）
家
文
書
 
 

〔
資
料
目
録
〕
 
 

参
考
文
献
 
 

熊
野
・
佐
々
木
（
学
）
家
文
書
 
 

熊
野
・
世
良
家
文
書
 
 

熊
野
・
中
原
（
明
）
家
文
書
 
 

熊
野
・
中
原
（
静
）
家
文
書
 
 

熊
野
・
中
村
家
文
書
 
 
 

熊
野
・
政
由
家
文
書
 
 

熊
野
・
水
木
家
文
書
 
 

熊
野
・
和
田
家
文
書
 
 

川
角
・
織
田
家
文
書
 
 
 

川
角
・
久
保
家
文
書
 
 

川
角
・
須
山
家
文
書
 
 

中
溝
∴
桐
山
神
社
文
書
 
 

平
谷
・
沖
田
家
文
書
 
 
 



②
熊
野
中
学
校
『
筆
の
郡
 
熊
野
』
昭
利
二
三
年
九
月
 
四
六
頁
 
 

③
熊
野
町
商
工
会
『
筆
の
町
 
熊
野
詰
』
昭
利
三
四
年
二
月
 
本
文
一
九
一
員
 
 

④
熊
野
第
一
小
学
校
刊
『
生
活
を
き
ず
く
書
教
育
』
昭
和
三
〇
年
一
〇
月
 
二
七
〇
頁
 
 

⑤
田
渕
美
大
『
筆
』
法
政
大
学
出
版
局
一
九
七
八
年
九
月
 
 

⑥
井
上
洋
一
郎
「
日
本
一
の
熊
野
筆
」
 
『
広
島
財
界
今
昔
物
語
』
昭
和
些
一
年
 
二
六
九
～
二
七
八
頁
 
 

⑦
世
良
統
彦
「
有
利
な
産
地
条
件
を
生
か
す
 
－
広
島
県
・
熊
野
筆
」
 
『
今
日
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
－
企
業
診
断
の
ア
プ
ロ
 
 
 

ー
チ
の
た
め
に
』
同
文
館
 
昭
和
五
四
年
一
〇
月
 
 
 

⑧
宮
坂
利
雄
『
岩
芸
の
東
』
㈱
芸
州
堂
 
昭
和
五
四
年
 
 

⑨
植
村
和
堂
（
本
名
 
常
次
郎
）
 
『
筆
・
塁
・
硯
・
紙
』
理
工
学
社
一
九
七
七
年
六
日
一
九
七
九
年
一
二
月
 
 
 

⑲
『
文
房
具
の
研
究
』
書
の
友
臨
時
増
刊
号
 
 
 

⑰
松
尾
和
幸
『
文
房
四
宝
集
』
総
菜
出
版
K
K
 
昭
和
五
四
年
六
月
 
 
 

⑫
後
藤
朝
太
郎
『
文
房
至
宝
』
雄
山
間
 
 
 

⑬
木
村
陽
山
 
『
筆
』
大
学
堂
書
店
 
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
 
 
 

⑭
杉
村
勇
造
『
文
房
国
宝
 
筆
』
 
K
K
淡
交
社
 
 
 

⑮
研
藁
山
『
文
頭
四
宝
 
筆
の
話
』
角
川
書
店
 
昭
和
五
六
年
五
月
 
 

雑
誌
論
文
等
 
 
 

①
「
毛
筆
元
祖
慰
霊
祭
」
 
『
飽
薇
』
 
七
九
号
 
昭
和
六
年
二
月
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②
西
佐
古
兼
夫
「
熊
野
筆
の
沿
革
」
 
『
芸
備
教
育
』
三
三
〇
号
 
昭
和
七
年
 
 

③
「
〝
熊
野
筆
″
の
特
産
振
を
天
下
に
紹
介
せ
よ
」
 
『
飽
薇
』
‥
六
九
‖
ギ
 
昭
和
一
四
年
六
月
 
 

④
「
熊
野
の
筆
」
広
島
県
『
郷
土
の
動
き
』
 
 

⑤
星
野
英
一
「
筆
」
 
芸
僻
地
方
史
研
究
会
『
広
島
県
 
今
と
紫
の
産
業
』
二
五
号
一
六
号
 
 

⑥
村
上
誠
「
筆
」
 
『
広
島
県
史
』
地
誌
編
 
昭
和
丘
二
年
‥
二
月
 
 

⑦
「
熊
野
の
筆
」
 
『
広
島
県
の
歴
史
散
歩
』
山
川
出
版
一
九
七
六
年
一
九
七
九
年
 
 

⑧
『
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
，
7
9
』
別
冊
特
集
‖
キ
 
昭
和
五
四
年
五
月
 
商
工
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
 
 

⑨
『
通
産
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
八
一
年
三
月
』
下
村
秀
雄
氏
稿
 
 

⑬
あ
か
し
や
商
品
総
合
力
タ
ロ
グ
『
筆
』
 
㈱
ぁ
か
し
や
（
奈
良
）
 
一
九
八
一
年
四
月
 
 

⑪
「
熊
野
筆
」
山
陽
新
聞
社
編
『
中
国
・
四
国
の
民
芸
』
鹿
島
出
版
 
昭
和
四
四
年
六
月
 
 

⑫
国
府
田
範
造
編
『
工
芸
百
科
大
図
鑑
』
全
三
巻
村
田
書
店
 
昭
和
二
年
 
昭
和
五
二
年
一
二
月
 
 

⑬
「
熊
野
筆
」
通
産
企
画
調
査
会
『
日
本
の
伝
統
産
業
』
物
産
編
 
㈲
越
中
印
刷
 
昭
和
五
三
年
一
〇
月
 
 

⑭
「
熊
野
筆
」
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
『
日
本
の
伝
統
的
工
芸
産
業
 
ふ
る
さ
と
の
心
と
歴
史
を
語
る
工
芸
品
』
 
㈱
日
 
 
 

米
通
信
社
 
 

⑮
「
豊
橋
筆
」
愛
知
県
商
工
部
編
『
あ
い
ち
の
伝
統
的
工
芸
品
』
愛
知
県
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
議
会
 
昭
和
五
六
年
三
月
 
 

⑮
「
豊
橋
筆
」
 
『
月
刊
 
消
費
者
』
一
九
八
一
年
九
月
 
 

⑰
広
島
政
経
新
聞
社
『
広
島
県
市
町
村
の
現
勢
』
町
村
編
 
安
芸
国
の
部
 
昭
和
四
五
年
二
月
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新
聞
 
 
 

①
「
筆
作
り
の
町
」
 
『
山
陽
新
聞
』
 
一
九
五
八
年
一
月
一
六
日
 
 
 

②
「
熊
野
筆
の
穂
先
づ
く
り
一
四
年
」
 
『
中
国
新
聞
・
夕
刊
』
 
一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
七
日
 
 
 

レ
コ
ー
ド
・
ビ
デ
オ
 
 

①
レ
コ
ー
ド
「
伝
統
工
芸
筆
の
郁
 
熊
野
町
 
筆
ま
つ
り
唄
」
 
（
東
芝
E
M
I
）
熊
野
町
青
年
連
合
会
企
画
 
制
作
一
九
七
九
年
 
 
 

一
一
月
 
 

②
ビ
デ
オ
「
行
商
シ
リ
ー
ズ
 
熊
野
筆
繁
昌
記
」
4
5
分
番
組
 
熊
野
町
教
育
委
員
会
一
九
七
九
年
三
月
一
四
日
午
後
八
幡
～
 
 
 

N
H
K
教
育
放
映
 
 

⑬
広
島
県
商
工
労
働
部
編
『
広
島
県
の
中
小
企
業
』
昭
和
五
六
年
三
月
 
 

⑲
『
熊
野
町
商
店
街
藷
緬
態
告
苔
』
広
島
県
中
小
企
業
指
＃
所
・
熊
野
町
・
熊
野
町
商
工
会
 
昭
和
五
六
年
 
 

⑳
熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
青
年
部
『
日
中
友
好
 
第
l
次
中
国
研
修
の
旅
』
昭
和
五
五
年
一
1
月
 
 

⑳
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
「
熊
野
町
郷
土
館
」
熊
野
町
教
育
委
員
会
 
熊
野
町
郷
土
館
 
 

広
島
県
「
広
島
県
の
ふ
る
さ
と
産
業
」
 
 

⑳
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 
 
 

⑮
全
回
小
学
校
社
会
科
研
究
協
議
会
監
修
「
伝
統
的
工
芸
品
」
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
 
昭
和
五
五
年
一
一
月
 
 

餌
広
島
県
商
工
労
働
部
「
広
島
県
の
特
産
，
8
0
」
 
昭
和
五
五
年
三
月
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③
「
伝
統
の
熊
野
筆
ピ
ン
チ
」
 
『
中
国
新
聞
』
 
一
九
八
一
年
二
月
一
二
日
 
 

④
「
筆
製
造
業
暑
が
相
次
ぎ
倒
産
」
 
『
広
島
民
報
』
 
一
九
八
一
年
二
月
二
t
一
日
 
 

⑤
「
不
安
に
包
ま
れ
る
熊
野
筆
 
筆
ペ
ン
な
ど
進
出
が
痛
手
」
 
『
赤
旗
』
 
一
九
八
一
年
二
月
二
八
日
 
 

⑤
「
住
民
主
導
で
打
開
 
熊
野
 
広
島
の
交
通
渋
帯
」
 
『
朝
日
新
聞
』
 
一
九
八
一
年
三
月
二
一
日
 
 

⑦
「
物
語
つ
づ
り
県
史
を
紹
介
」
 
『
中
国
新
聞
』
 
一
九
八
一
年
五
日
一
〇
日
 
 

⑧
「
い
ま
古
里
で
 
〝
立
て
直
し
″
目
指
す
筆
の
里
」
 
『
中
国
新
聞
』
 
一
九
八
一
年
七
月
六
日
 
 

⑨
「
大
三
島
（
愛
媛
）
に
書
道
美
術
館
」
 
『
中
国
新
聞
』
 
一
九
八
二
年
一
月
七
日
 
 

⑲
「
瀬
戸
内
に
 
『
書
』
 
の
殿
堂
」
 
『
日
本
経
済
新
聞
』
 
一
九
八
二
年
一
月
七
日
 
 

⑫
「
産
地
を
歩
く
 
熊
野
筆
 
ま
ま
李
b
ぬ
後
継
老
育
成
」
 
『
朝
日
新
聞
』
 
一
九
八
二
年
一
月
一
二
日
 
 

⑬
「
地
場
さ
ん
ざ
ょ
う
 
熊
野
筆
 
中
国
製
と
筆
ペ
ン
が
競
争
相
手
」
 
『
赤
旗
』
 
一
九
八
二
年
二
月
七
日
 
 

⑬
「
手
づ
く
り
の
里
 
能
軒
筆
 
『
穂
先
が
命
』
全
神
経
集
中
」
 
『
中
国
新
聞
・
夕
刊
』
 
一
九
八
二
年
五
月
t
一
九
日
 
 

⑭
「
筆
作
り
に
繊
維
技
術
導
入
 
脱
脂
、
化
学
洗
剤
で
O
K
」
 
『
中
国
新
聞
』
 
一
九
八
二
年
六
月
十
日
 
 

⑮
「
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
最
前
線
 
芸
南
グ
リ
ー
ン
 
ビ
ジ
タ
ー
に
常
時
開
放
」
 
『
中
国
新
聞
・
夕
刊
』
 
一
九
八
二
年
六
月
二
五
目
 
 

⑯
「
熊
野
の
団
地
宅
地
競
売
 
問
い
合
わ
せ
1
0
0
件
超
す
」
 
『
中
国
新
聞
』
 
一
九
八
二
年
八
月
六
日
 
 

⑰
「
筆
の
町
″
熊
野
で
日
本
一
の
超
大
栄
 
使
っ
た
毛
は
馬
1
0
0
頭
分
」
 
『
中
国
新
聞
・
夕
刊
』
 
一
九
八
二
年
一
一
月
一
六
日
 
 

⑱
「
渋
滞
解
消
へ
妙
案
 
停
留
所
に
大
駐
車
場
 
マ
イ
カ
ー
出
勤
 
途
中
か
ら
バ
ス
に
」
 
『
中
国
新
聞
・
夕
刊
』
 
一
九
八
二
年
 
 

一
一
月
二
〇
日
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⑲
「
研
究
を
開
く
 
伝
統
産
業
へ
の
目
 
熊
野
筆
に
経
営
学
の
メ
ス
 
ゼ
ミ
の
学
生
と
共
同
調
査
」
 
『
中
国
新
聞
』
一
九
八
二
年
 
 

一
〓
月
二
六
日
 
 

⑳
「
熊
野
筆
作
り
新
時
代
 
職
人
芸
な
じ
め
ぬ
若
者
 
科
学
処
理
導
入
『
毛
も
み
』
ラ
グ
ラ
ク
」
 
『
中
国
新
聞
・
夕
刊
』
 
一
九
 
 
 

八
二
年
一
〓
月
三
〇
目
 
 
 



◎
三
 
 

〇
山
 
 
 

○
神
 
 
 

河
 
 

卜
し
 
 

」
」
「
 
 
 

佐
 
 
 

柴
 
 
 

友
 
 
 

中
 
 
 

藤
 
 
 

星
 
 
 

害
 
 

上
 
 

中
 
 
 

鳥
 
 

部
 
 

野
 
 

瀬
 
 

中
 
 

原
 
 

久
 
 

西
 
 

井
 
 

野
 
 

同
 
 

村
 
 

◎
印
 
 〔

熊
野
町
史
編
集
委
員
会
お
よ
び
同
調
査
委
員
会
名
薄
〕
 
 

嘉
 
明
 
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
部
長
、
日
本
近
代
史
）
 
 

寿
 
夫
 
 
（
文
教
女
子
大
教
授
、
日
本
近
世
史
）
 
 

武
 
彦
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
国
語
学
（
方
言
〓
 
 

佳
 
周
 
 
（
広
島
大
学
学
校
数
青
学
部
教
授
、
日
本
古
代
・
中
世
史
）
 
 

忠
 
肥
州
 
 
（
元
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
地
理
学
（
地
形
）
）
 
 

正
 
利
 
 
（
広
島
大
学
文
学
部
講
師
、
考
古
学
）
 
 

建
 
次
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
地
理
学
（
人
文
地
理
こ
 
 

忠
 
司
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
助
教
授
、
経
済
学
）
 
 

健
 
児
 
 
（
広
島
大
学
附
属
東
雲
中
学
校
教
諭
、
社
会
科
）
 
 

武
 
文
 
 
（
広
島
女
子
大
学
教
授
、
国
文
学
）
 
 
 

稔
 
 
（
広
島
大
学
学
校
数
青
学
部
肋
教
授
、
植
物
学
）
 
 

千
之
助
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
社
会
科
教
育
）
 
 

英
一
 
 
 

（
広
島
県
立
海
田
高
校
数
諭
、
日
本
史
）
 
 

繁
 
萱
 
 
（
広
島
大
学
学
校
数
青
学
部
教
授
、
動
物
学
）
 
 

典
 
久
 
 
（
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
教
授
、
地
質
学
）
 
 
 

熊
野
町
史
編
集
委
貞
全
委
員
長
 
○
印
 
同
編
集
委
員
、
他
は
同
調
査
委
貞
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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○
登
 
 
 

荒
 
 

福
 
 
 

中
 
 

石
 
 里

 
 
 

谷
 
 
 

岡
 
 
 

田
 
 
 

原
 
 
 

山
 
 
 

野
 
 
 

山
 
 良

太
郎
 
 

真
治
郎
 
 

孝
 
義
 
 

信
 
 
 

明
 
雄
 
 

孟
 
 
 

了
 
周
 
 
 

徹
 
春
 
 

熊
野
町
史
刊
行
委
員
 
 

文
化
財
保
讃
委
員
長
 
郷
土
史
研
究
会
々
長
 
 

前
第
一
小
学
校
々
長
 
 

民
俗
資
料
研
究
家
 
 

前
第
四
小
学
校
々
長
 
民
俗
芸
能
研
究
家
 
 
 

民
俗
資
料
研
究
家
 
 

榊
山
神
社
宮
司
 
 

西
光
寺
住
職
 
 

光
教
坊
住
職
 
 

○
 
同
委
員
長
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熊
野
の
歴
史
 
 

〔
研
究
ノ
ー
ト
∴
箭
1
号
〕
 
 

昭
和
五
十
八
年
十
月
十
五
目
発
行
 
 

非
売
品
 
 
 

編
 
集
 
 

発
 
行
 
 

山
川
 
ロ
叩
 
 

熊
野
町
史
編
集
委
員
会
 
 

b
ヒ
‥
 
 
マ
T
 
T
 
 

ム
n
ハ
m
⊥
田
 
 
 

（
T
E
L
8
5
4
～
1
1
2
4
）
 
 

東
本
印
刷
株
式
会
社
 
 
 


